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すべての
子どもに
栄養と未来を

国連WFPの学校給食支援とは？

世界には、十分な食事がとれず、空腹のまま学校に通う子どもたちが多くいます。
その結果、栄養不良や学習機会の損失、さらなる貧困の連鎖が生まれています。
国連WFPの学校給食支援は、ただ、子どもたちを飢餓から救うだけではありません。
それは子どもたちの発育を助け、教育の機会を与え、家計を助け、暮らしを守り、
女子の就学率を高め、やがて、自分の夢を持った若者は社会や国の発展の力になります。
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学校給食支援キャンペーン
2026 ご支援のお願い

学校給食支援の効果
健全な成長を支える
給食にはビタミン、ミネラル等の栄養素が加えられ、 
栄養たっぷりの給食により子どもたちの栄養状態が
改善します。

教育の機会を広げる
貧しい家庭では子どもが働かざるを得ないことがありますが、
学校で給食が出れば親も子どもを通学させるようになります。
子どもたちも空腹が満たされ、集中して勉強することが
できます。

ジェンダーの平等
世界には男の子に比べ、女の子の教育の機会が少ない国が
あります。しかし、学校給食があることで、
女の子の就学率が12％以上増加したという例もあり、
女の子が教育を受けられる機会が増えます。

地域社会の活性化
国連WFPはできるだけ給食の食材を地元で調達する
「地産地消」を進めています。それによって小規模農家など
生産にたずさわる人々の仕事を支え、
地域の農業や経済の発展につながっています。
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国連WFPの最終目標
ー国連WFP支援からの「卒業」ー

ご支援のほど
何卒よろしくお願い申し上げます

お問い合わせ：
国連WFP協会 企業・団体連携チーム 
E-mail: kigyo@jawfp.org  
Tel: 045-221-2515

国連WFPの学校給食支援を受けて育った職員
ー支援を受ける側から支援を届ける側へー

WFP ガーナ事務所　コミュニケーション・オフィサー　
アブドゥル＝ワハブ・モハメドさん

ラオスは2021年に支援を卒業

空腹の中で通った教室

国連WFP職員として見る学校給食の役割

国連WFPの支援の最終目標は、支援を受ける国が
自ら給食制度を運営できるようになることです。

そのため、栄養設計や調達の方法、事業のノウハウを
現地に伝えています。すでに60か国以上が国連WFPの
支援から「卒業」し、自国の給食制度を続けています。

国連WFPは約20年にわたり、ラオスの子どもたちに学校　
給食を支援してきましたが、2021年に政府への引き継ぎが
完了しました。これまで支援してきた8県915校の学校で
は、現在ラオス政府が自国の資金で給食を届けています。
この取り組みにより就学率は大きく向上し、学校給食が　
子どもたちの未来を支えています。

子どものころ、何も食べずに学校へ向かう朝がありました。父が育てた作物だけでは
家族全員に十分な量がないため、朝食がない日も多くありました。お腹が空いて
授業に集中できず、黒板を見ていても、内容が頭に入ってこない日もありました。
それでも学校へ通い続けた理由が一つあります。それは給食です。
昼が近づくと、調理場からのにおいが漂い、合図の音とともに温かい食事が
一人ひとりの器に盛られます。その時間が毎日の楽しみでした。その一食があることで、
午後の授業に集中できるようになり、学び続けることができました。
学校給食は、私の生活を大きく変えました。
その後、私は進学し、現在は国連WFPの職員として働いています。

学校給食は単なる支援ではありません。
教育を支え、農業や雇用と結びつきながら、
社会全体に変化をもたらす取り組みです。
私は、空腹のまま教室に座る感覚も、
食事を待つ時間も知っています。
だからこそ、学校給食が教育を支え、
地域を強くし、未来をつくる力になることを
伝えていきたいと思っています。
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